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【主題および達成目標】

　音は、我々人間にとっては非常に身近な物理現象であり、この現象を取り扱う学問が

 

音響学である。しかし、音響学と言ってもその範囲は非常に広い。ここでは、音響学の

 

中で音楽に関係したもの、すなわち音楽音響学を学ぶ。しかし、音楽音響学もまたその

 

範囲は広い。そこで主に楽器音響について考える。世界には万を越える数の楽器が存在

 

していると言われている。それらの楽器の音色はすべて異なり、同じものはない。

 

　「楽器はどのようにして美しい音を発するのか」という疑問は誰しもが抱く。特に我

 

々に身近な楽器であるピアノやバイオリンに対しては多くの研究者がその構造を探って

 

きたが、最近になってようやくその疑問が解け始めるようになってきた。その大きな理

 

由は高精度な測定器の進歩にある。楽器における振動体の振動は微弱でかつ高速である。

 

楽器の構造を調べるには、数式モデルを立て、それをコンピュータで解くという方法だ

 

けでは何の意味もない。その結果が現実と合致しているかどうかの確認が必要である。

 

この講義ではピアノなどの楽器を例に取り、楽器の発音構造やその解明の手法について

 

話をする。
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【前もって履修しておくべき科目】

特になし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

「音声・音響工学」、「信号処理論」

【教科書等】

次のものを参考書として推薦する。

 

　　１．徳岡辰雄著：振動論（サイエンス社）．

 

　　２．城戸健一著：ディジタル信号処理入門（丸善株式会社）．

 

　　３．H.Fletcher, D.Rossing, The Physics of Musical Instruments,Spriner-Verlag.

 

【授業内容とその進め方】

　１．物体の振動

 

　　　弦や膜など楽器に使われる振動体について、具体例で述べる。

 

　２．周波数解析の手法

 

　　　フーリエ変換、ラプラス変換、ｚ変換を基礎にして、周波数の高精度計算方法や

 

　　　インパルス応答などについて述べる。

 

　３．楽器の発音構造

 

　　　ピアノや梵鐘など身近な楽器の構造とその解明方法について述べる。

 

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

出席状況とレポートの評点
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【オフィスアワー：授業相談】

適宜相談に応じるが、Eメールで事前にアポイントを取ること。

 

【学生へのメッセージ】

　・美しい音を聞いたならば、「何故このような音が出るのだろうか」という疑問を持つと音に対する関

心や考え方が違って来る。

 

　・計算機を使えばどのような結果でも創り出すことは出来る。しかし、その結果が現実の現象と合致し

なければ何の意味も持たない。常に現実を眺めることが必要である。そのために実験や実測が不可欠であ

り、実験や実測が伴わない計算は空虚なものである。

 

【その他】

　


